
中野の広場 日本共産党中野地区委員会は以上の見解を発表しました
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５つの願い
実現へ
中野区議団

・介護保険料の引き下げ
・特養ホーム等の増設、在宅介護の充実
・要医療的ケア児童の緊急一時保護、ショートステイ充実

介護・福祉

・あらゆる差別・性暴力・ハラスメントの防止
・セクシュアル・マイノリティ施策充実

ジェンダー平等・LGBTQ/SOGI
・ 木造住宅の防火・耐火助成
・家賃助成制度創設

住環境・防災対策

・再エネ・省エネ設備導入への支援
・超高層ビルを増やす再開発計画の見直し

気候危機打開
・高校・大学進学への給付制奨学金の実施
・子育て世帯向け住宅供給

子育て・教育

学校給食費
無償化
葛飾区が完全無償化へ
２３区でも５区で第３子以降の
給食費を無償化

補聴器購入
補助
都の補助制度を活用し、区が決断を
認知症予防と装着のサポート体制を

２３区で17区が
助成実施

中野ハラスメント
ゼロ宣言
杉並区がハラスメントゼロ宣言を発表

羽田新飛行
ルート撤回
区のほぼ全域が新飛行ルート直下
すぐに中止すべきです

区民参加で
区有施設の
跡地活用

岸田政権の失政から区民生活まもり

住み続けられる中野へ

　党区議団は定期
的に区民アンケー
トを実施。2020年
のアンケートには
4500以上の回答
が。2022年には物価高騰に苦しむ
声が寄せられました。回答をもとに
議会で区独自の給付金支給等を提
案。子育て世代向け給付金などが実
現しました。

　前区政の「人員削減」を旗印とし
た生活保護ケースワーク業務の外
部委託問題。党区議団は情報公開請
求を重ね、専門家・支援団体と力を
あわせて、その違法性を指摘。区職
員の「増員計画」につながりました。
　党区議団は、
「子どもの貧困
調査」を繰り返し
提案し実施へ。
調査結果がベースとなり、就学援助
費基準の引き上げや学習支援、子ど
も食堂支援、ひとり親世帯への支援
など、区の事業展開へと実を結びま
した。

　党区議団は酒井区政を誕生を後
押しし、区民とともに区政前進に力
を尽くしてきました。
　酒井区政となり、前区政による区
立保育園・幼稚園及び児童館の全廃
計画が撤回されました。
　区民団体による補聴器購入への
助成を求める陳情が、党区議団以外
の主要会派により不採択とされまし

た。党議員団は、必要な
施策だと、粘り強く議
会で取り上げ、直近の
議会で区は「実施に向
けて検討する」と前進
しました。

いま必要なのは、暮らしの声を政治に活かすことです誰一人とりのこさない

調査・論戦力！
抜群の

区政与党として

実績抜群の日本共産党区議団を ６ ▶ ７人へ７人に

区民アンケートに4500人以上の声が
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区民の声

中野でも

中野でも

中野でも

区民と力あわせ
区政を動かす


